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ほ
ぼ
完
形
の
物
品
付
札
。

「借
」
に
つ
い
て
は
他
に
も
う

一
点

「鯛
借
」
の

出
土
例
が
あ
る

（左
京
第
一一六
七
次
、
『木
簡
研
究
』
一
四
）。
肉
月
を
人
偏
に
作
る

具
体
字
の
例
も
あ
る
の
で
、
「借
」
は

「謄
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

（
一　
松
崎
俊
郎
、
二
　
國
下
多
美
樹
、
釈
文
　
清
水
み
き
）

京
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在
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見
区
淀
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爪
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調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
を

一
九
九
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
吉
崎
　
仲

。
上
村
和
直

・
木
下
保
明

。
長
宗
繁

一

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
調
査
は
、　
一
九
九
〇
年
よ
り
継
続
し
て
い
る
水
垂
地
区
の
発
掘
調
査
で
、

既
に
報
告
し
た
よ
う
に
左
京
七
条
三
坊

一
・
二
町
で
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
て

い
る

（『木
簡
研
究
』
一
三
）。
今

回
報
告
す
る
の
は
左
京
六
条
三

坊
二
町
（新
左
京
六
条
三
坊
四
町
）

の
調
査
で

（左
京
第
二
八
八
次
調

査
）、　
井
戸
底
部
に
据
え
ら
れ

た
曲
物
に
墨
書
を
確
認
し
た
。

調
査
地
は
同
町
の
南
西
隅
三
戸

主
分
に
あ
た
り
、
他
に
建
物

一

六
棟
、
井
戸
四
基
な
ど
を
検
出
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し
て
い
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
〇
四
は
、　
一
辺
約

一
ｍ
の
方
形
横
桟
二
段
縦
板
組
で
、
深
さ
は

二

。
一
ｍ
を
測
る
。
こ
の
底
に
直
径
四
〇

∽
、
高
さ
三
四

ｃｍ
の
曲
物
を
据
え
る
。

井
戸
は
、
南
か
ら
三
戸
主
目
の
宅
地
に
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
、
宅
地
の
南
東

端
に
位
置
し
て
い
る
。
井
戸
内
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
長
岡
京
期
の
上
師
器
杯

Ｂ
の
完
形
品
が
曲
物
底
部
に
伏
せ
ら
れ
る
よ
う
に
見

つ
か
り
、
埋
土
か
ら
は
斎

串
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
角

萬

福

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

［

卜
⇔
買

Ｊ

心

８

Ｐ

墨
書
は
、
曲
物
外
面
に
書
か
れ
て
い
た
た
め
残
存
状
態
が
良
く
明
瞭
に
読
み

取
れ
、

一
字
約
七
伽
角
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。
位
置
は
接
合
部
分
に
あ
た

り
、
接
合
部
と
墨
書
と
の
関
係
か
ら
、
曲
物
に
す
る
前
の
板
状
に
加
工
さ
れ
た

段
階
で
既
に
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
曲
物
は
、
墨
書
面
が
お
お
よ
そ

西
を
向
く
よ
う
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
よ
う
な
曲
物
塁
書
の
類
例
は
こ

れ
ま
で
長
岡
京
の
調
査
に
は
な
く
、
今
後
は
井
戸
山
物
自
体
の
観
察
に
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
井
戸
自
体
の
祭
祀
と
と
も
に
、
宅
地

へ
の
招
福
を
願
っ

て
の
墨
書
を
考
え
ち
れ
る
が
、
今
後
の
資
料
増
加
を
ま
っ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

（長
宗
繁

一
）
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